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【主担当部局：教育委員会】 

現状と課題 

①新型コロナの影響の中でも、高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職を実現するため、就職実

現コーディネーターを増員し、早期からの求人確保等の就職支援に取り組んでいます。インターン

シップや職場見学がオンライン中心となっていることから、ミスマッチによる早期離職につながら

ないよう、生徒が業種や職種、地域の魅力ある企業の情報を得ながら、リアルな体験とオンライン

による学習を組み合わせたキャリア教育に取り組む必要があります。 

 

②グローバル化やデジタル化など社会状況の変化が進む中、地域や地球規模の課題を自らの事として

捉え、他者と協働しながら持続可能な社会づくりにつなげていく力が求められており、創造的な資

質・能力を育む教育に取り組む必要があります。 

 

③令和４年度から実施される新たな高等学校学習指導要領に基づき、知識や技能の習得とともに、思

考力・判断力・表現力や主体的に学びに向かう力を育むため、探究的な学びなどを通して「主体的・

対話的で深い学び」が実践できる教育を進める必要があります。 

 

④発達段階に応じた主権者教育に取り組むとともに、将来の自立した消費者としての役割や責任につ

いての学習を進めています。今後も主体的に社会を形成する力を育成する必要があります。 

 

⑤手書きで作成している高等学校入学者選抜の入学願書等について、作成作業や中学校での点検・提

出、高校での願書および調査書のデータ入力といった業務の負担が生じていることから、志願者の

利便性の向上と学校の負担軽減のため、デジタルを活用した改善を進める必要があります。 

 

令和４年度の取組方向 

①就職を希望する高校生の就職実現につなげるため、一層の求人確保や進路相談に取り組むとともに、

地域の魅力ある企業や仕事内容などの多様な情報をデジタル化し、学習端末を活用して入学後の早

い段階から地域の企業を題材とした新たな学びに取り組みます。また、働くことの意義や大切さを

理解し、社会的・職業的自立に必要な力を身につけられるよう、発達段階に応じたキャリア教育を

進めます。 

 

②新たなグローバル・リーダー育成プログラムに基づき、将来予測が困難な時代を生きる高校生が、

学校を越えて仲間とチームを結成し、データサイエンスやプレゼンの能力を高めるとともに、フィ

ールドワークや海外の生徒との交流等をとおして、これからの社会で必要とされる創造的な資質・

能力（コンピテンシー）を育む学びに取り組みます。 

 

③予測困難なこれからの時代を生きる子どもたちに、主体的に考え行動する力や、他者と協働して課

題解決に取り組む力を育みます。ＩＣＴを活用して複数の学校や他県・海外の高校を結ぶ学びや、

地域を学び場とした学習など、学校の枠を越えた多様な学びを進めます。 

 

社会の担い手となる力の育成 



④社会の形成者としての自覚と責任を持ち、自ら考え判断し課題の解決に向けて主体的に行動する力

を育むため、発達段階に応じた主権者教育、消費者教育、環境教育などに取り組みます。 

 

⑤高校入試における受検者や学校の負担軽減と利便性向上のため、入学願書等をデジタル化します。 

 
主な事業 

①未来へつなぐキャリア教育推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) ２７，０３６千円 → (R4) ２２，７２１千円 

  事業概要：高校生一人ひとりの希望や特性に応じた就職を実現するため、新たな求人開拓や生徒

の就職相談等の就職支援を行う就職実現コーディネーターを引き続き配置します。外

国人生徒や障がいのある生徒に対して、きめ細かな相談や求人開拓などの支援を行い

ます。 

 

②（一部新）地域とつなぐ職業教育充実支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) ２９，５４２千円 → (R4) ４，８６１千円 

      （１，８１８，６０２千円 →  １５４，６５７千円 ※２月補正含みベース） 

  事業概要：職業学科における実習環境を整備するとともに、生徒がより高度な専門的知識・技術

を習得できるよう、全国規模の競技会への参加や看護・介護の実習を支援します。Ｇ

ＡＰを生かした学習を通じ、農業に関する実践力を身につけ、経営者や地域のリーダ

ーとなる人材を育成します。また、国の補正予算を活用して、老朽化した農業実習用

温室の改修や、新たに自動車整備の基礎となる機械加工を行う実習室の整備を行いま

す。 

 

③実習船建造事業 

（第 10 款 教育費 第４項 高等学校費 ２ 高等学校管理費） 

  予算額： (R3) １２，６０６千円 → (R4)    －   千円 

（１２，６０６千円 →    ８４５，６６２千円 ※２月補正含みベース） 

事業概要：水産高校の航海実習における生徒の安全確保や、最先端の航海技術を習得できる環境

を整えるため、国の補正予算を活用して、令和５年度末の竣工に向けて実習船「しろ

ちどり」に代わる、新しい実習船の建造工事に取り組みます。 

 

④世界へはばたく高校生育成支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) １１，８０３千円 → (R4) ４，５６０千円 

事業概要：高校生の留学支援やオンライン海外交流を実施するとともに、高校生を対象にした「レ

ベル別英語ディベートセミナー」を開催し、英語での発信力や論理的思考力の向上を

図ります。また、科学に対する興味・関心を高めるため、三重県高等学校科学オリン

ピック大会を開催します。 

 

 

 

 



⑤（新）未来を創造するリーダー育成事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額： (R3)  ― 千円 → (R4) １５，７４０千円 

事業概要：新たなグローバル・リーダー育成プログラムに基づき、高校生が学校を越えて「Ｍｉ

ｅ ｌａｂ」（ミエラボ）を結成し、ＳＤＧｓに係る学習やデータサイエンティスト養

成講座に取り組むとともに、フィールドワークや海外との交流、研究成果の発表等の

探究的な学びを通して、これからの時代に求められる創造的な資質・能力を育みます。

また、地域の魅力ある企業や仕事内容などの情報をデジタル化し、新たに構築するポ

ータルサイトと生徒の学習用端末を活用し、企業と学校をつなぐキャリア学習支援員

を新たに配置して、高校入学後の早い段階から地域の企業を題材としたキャリア教育

に取り組みます。 

 

⑥（新）オンラインとリアルによる学校の枠を越えた学び推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ２ 事務局費） 

予算額：(R3) ― 千円 → (R4) ３，７００千円 

  事業概要：生徒の多様なニーズに応じた学びを実現するため、通信制課程において、オンライン

での交流や地域での探究活動など学びの充実に取り組みます。全日制課程においては、

遠隔授業のモデル構築を進めるとともに、専門分野の放課後講座や大学進学講座など、

学校の枠や地域を越えて学べるよう取り組みます。また、これまでに小規模校で取り

組んできた地域課題解決型学習を他校でも実施します。 

 

⑦（一部新）高等学校学力向上推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) ６１，１０１千円 → (R4) ６５，５０１千円 

  事業概要：普通科において、グローバルな視点から社会の課題をとらえ、その解決に向けて取り

組む人材を育成するため、国事業を活用し、モデル校で分野を横断して学ぶ学際的な

教育プログラムの実践研究に取り組みます。ＡＩドリル教材を活用した、一人ひとり

に応じた効果的な学びに係る授業改善のモデルを、全ての県立高校に展開します。ま

た、県立高校でのＩＣＴ環境の効果的な活用を進めるための支援員を派遣するととも

に、ＩＣＴによる授業で必要となる著作権料を負担します。 

 

⑧学びのＳＴＥＡＭ化推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額： (R3) ２，８２５千円 → (R4) ２，２９５千円 

事業概要：Ｓｃｉｅｎｃｅ（科学）、Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（技術）、Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ（工

学）、Ａｒｔ（ｓ）（リベラルアーツ・教養）、Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ（数学）を活

用した文理融合・教科横断的な課題解決型の学びを通して、論理的思考力や探究力を

育成するＳＴＥＡＭ教育の実践研究に取り組み、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の時代を生き

抜く人材を育成します。 

 

 

 

 

 



⑨（一部新）入学者選抜事務費 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額： (R3) １０，８５１千円 → (R4) １８，０５８千円 

事業概要：高等学校入学者選抜における学力検査問題が、中学校での学習に沿った適切な内容と

なるよう問題作成を行うとともに、入学者選抜が円滑に実施できるよう制度や手続き

に係る情報提供を行います。受検者や学校の負担軽減と利便性向上のため、令和５年

４月入学生を対象とした選抜から入学願書や調査書をデジタル化し、Ｗｅｂ出願とす

るための取組を進めます。 


